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口腔リハビリテーション科 New face のご紹介

出身は栃木県の鹿沼
市という所です。日光
市や餃子で有名な宇
都宮市の間に位置し
た自然が豊かなまち
で育ったので自然が
大好きです。３月に大
学院を卒業し、学位を
取得しました。これか
ら新しい気持ちで地域
医療に貢献できるよう
努力したいと思います。佐川敬一朗 古屋裕康山田裕之

2月19日（金）に府中けやきの森学園の食品加工班の学生さんとの交流企画で開催したクッキー教室が盛会に終わりまし

た。食品加工班の学生さん達は、日ごろの授業の一環としてクッキーやパウンドケーキなどを作成していると伺い、試食をさ
せていただいたところプロ顔負けの美味しさでした。そこで、担当の先生にお願いしてクリニックの小児摂食外来に通うクッ
キー程度の形態が食べられる患者さんを対象に作る楽しさと自分で作ったクッキーの美味しさを味わってもらおう！そして、
何よりお母さんたちが心配する子供の就学を直に生徒さん達と話をしたり先生に相談してもらおう！という事から企画しまし
た。作業は、学生さん達が学校で仕込んできてくれた生地をクリニックのキッチンで伸ばす事から始まりました。最も子供たち
が楽しそう、だったのは、さまざまな形に生地を抜く作業のようでした。いつまでたっても生地をこねて手にふれる感触を味
わっている子もいました。教える側の学生さんたちも勝手気ままに作業をする子供に戸惑いながらも一生懸命に教えてくれ
ていました。お母さんの中には、「お兄さんが優しく教えてくれたから楽しそうに作れました。凄いですねえ。」

と感動されている方もいらっしゃいました。日頃の診療だけでは見えてこない手指機能やコミュニケーション能力、なども見る
ことが出来て我々も楽しいイベントとなりました。ご参加いただきました皆様をはじめ、学園の先生と学生さんに感謝申し上げ
ます。この内容は、デンタルハイジーンにも今後掲載予定です。

出身は東京都です。
今年の3月に日本歯

科大学大学院を卒業
しました。趣味は体を
動かすことで、高校・
大学生の約10年間、
陸上競技(短距離)をし

ていました。クリニック
内では走らないように
気を付けますので、こ
れから宜しくお願いし
ます。

はじめまして。私は、宇宙
飛行士の若田光一さんと
同郷（埼玉県旧大宮市）
で、大学院では微生物
（感染症を）、臨床では小
児歯科を専攻しておりまし
た。当クリニックでは、子
どもの健康増進に貢献で
きるように、ていねいな治
療とわかり易い説明を心
掛けて行きたいと思いま
す。新参者ですが、どうぞ
よろしくお願い致します。
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日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19

℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00） ※完全予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 ○ ○

休

診

○ ○ ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝祭日を除く
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス
・矯正歯科相談

多摩クリニック専用の診療情報提供書をご用意しております。多摩クリニック事務部までお問い合わせください。
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連携研修会のお知らせ

摂食嚥下研修会
「食べるを支える」
平成28年度第１回:
平成28年５月23日（月）19時
会場；
小金井宮地楽器ホール
（小金井市民交流センター）

摂食嚥下研修会
発達期障害の理解を深める！
平成28年度第１回:
平成28年７月４日（月）18時半
会場；
日本歯科大学
口腔リハビリテーション多摩クリニック

http://dent-
hosp.ndu.ac.jp/nduhosp/tama-
clinic/

第13回多摩療育と栄養研究会が開催されました

「多摩療育と栄養研究会」は、多摩地区の小児科医が発足した、障害
児者のための療育と栄養に関する研究会です。現在、医師、歯科医
師、看護師、言語聴覚士、歯科衛生士、栄養士、保育士、学校教諭
など、多くの職種が参加して活発な研究会が年１回開かれています。
今年は多摩クリニックが会場となり、プログラムは３つの一般口演と、
特別講演でした。一般講演は、島田療育センターの管理栄養士小林
弘治先生より「IN BODYを使用した体重管理の一例」、東京小児療育

病院の看護師金志純先生より「半夏厚朴湯と摂食指導により栄養状
態の改善がみられた１症例」、そして当クリニックからは歯科医師保
母妃美子先生より「医科主治医と連携し経管栄養を離脱した１症例」
についての発表がありました。特別講演では、「発達期の摂食嚥下障
害への臨床研究」昭和大学名誉教授、ムカイ口腔機能研究所の向井
美惠先生のお話がありました。向井美惠先生は、日本の摂食嚥下リ
ハビリテーションの礎を築いた金子芳洋先生とともに小児の摂食嚥下
の第一人者です。講演では、五感に訴えることの大切さを多くの症例
の紹介とともにお話しくださり、参加者一同、大変感動させられる内容
を頂戴しました。本研究会は来年も多摩地区で開催の予定です。

クリニックの院長菊谷武が
２月６日ＮＨＫ Ｅテレ「テレ
ビシンポジウム」に出演しま
した。

番組では噛むことや飲み込
むことが難しくなった人向け
の介護食の活用方法につ
いて、介護体験をお持ちの
タレントで画家の城戸真亜
子さんらと紹介しました。

菊谷院長のTV出演：みんなで活用介護食！


